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今月から、国内の全住民に 12 桁の個人番号（マイナ
ンバー）が通知されます。
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今回は「ミゾソバ」をご紹介

▲『ブルーベリージャム作り体験』（８月 18 日）
市児童館で『豊かな農業を育てる会』の主催によるブルーベリージャム
作り体験。会員の方々の指導を受けておいしいジャムができました。



　

住
民
票
の
住
所
に
基
本
４
情
報

（
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
）

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）
が
記

載
さ
れ
た
紙
製
の
通
知
カ
ー
ド
が

簡
易
書
留
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
安
心
し
て
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
、『
制
度
面
』

と
『
シ
ス
テ
ム
面
』
の
両
面
か
ら

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま

す
。
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個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
書
類
の
提

出
や
さ
ま
ざ
ま
な
本
人
確
認
の
場

面
で
利
用
で
き
る
公
的
身
分
証
明

書
で
す
。
申
請
す
る
こ
と
で
平
成

28
年
１
月
以
降
に
順
次
交
付
さ
れ

ま
す
。
申
請
に
関
し
て
は
通
知

カ
ー
ド
と
同
封
の
書
類
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請

　

申
請
方
法
は
２
通
り
で
す
。

①
郵
送

　

個
人
番
号
の
申
請
書
に
ご
本
人

の
顔
写
真
を
貼
り
、
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を

撮
影
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

で
き
ま
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

指
定
さ
れ
た
日
に
市
役
所
窓

口
で
受
け
取
り
ま
す
。
受
け
取

り
の
際
に
は
次
の
３
点
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

①
通
知
カ
ー
ド

②
市
役
所
か
ら
届
い
た
『
交
付

　
通
知
書
』

③
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確

　
認
書
類

※
受
け
取
り
の
際
に
は
オ
ン
ラ

　

イ
ン
で
本
人
を
確
認
す
る
た

　

め
の
『
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
』 

を

　

窓
口
で
行
っ
て
い
た
だ
く
必

　

要
が
あ
り
ま
す
。
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
？

　
平
成
　
年
　
月
か
ら
、
日
本
国

内
の
全
住
民
に
通
知
さ
れ
る
、
一

人
一
人
異
な
る
　
桁
の
個
人
番
号

の
こ
と
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
い
い

ま
す
。

　
ま
た
、
法
人
に
は
１
法
人
１
つ

の
法
人
番
号
（
　
桁
）
が
指
定
さ

れ
ま
す
。 27

10
1213

行
政
の
効
率
化

２

国
民
の

　
　利
便
性
の
向
上

１

公
平
・
公
正
な

　
　
　
　社
会
の
実
現

３

面
倒
な
手
続
が

簡
単
に

手
続
が

正
確
で
早
く
な
る

給
付
金
な
ど
の

不
正
受
給
の
防
止

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

１人に１つ。

マイナンバー制度
はじまります

※マイナンバーは行政を効率化し、国民の利便性を高め、

　公平・公正な社会を実現する社会基盤（インフラ）です。

※マイナンバーは行政を効率化し、国民の利便性を高め、

　公平・公正な社会を実現する社会基盤（インフラ）です。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

の
送
付
（
全
て
の
方
）

個
人
情
報
の

　
　
　安
心
・
安
全
の
確
保

制
度
面

◉
法
令
に
規
定
が
あ
る
も
の
を
除
き
、

　他
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
し

　た
り
保
管
す
る
こ
と
を
禁
止

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
収
集
す
る
際
の

　本
人
確
認
の
義
務
付
け

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い
に
つ

　い
て
第
三
者
機
関
が
監
視
・
監
督

◉
法
令
違
反
時
の
罰
則
強
化

シ
ス
テ
ム
面

◉
個
人
情
報
は
一
元
化
し
ま
せ
ん
。

　従
来
ど
お
り
税
情
報
は
税
務
署
で
、

　健
康
保
険
税
の
情
報
は
健
康
保
険

　組
合
と
い
う
よ
う
に
分
散
し
て
管

　理
し
ま
す
。

◉
各
機
関
間
の
情
報
の
連
携
は
マ
イ

　ナ
ン
バ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し

　ま
す
。
ま
た
、
通
信
の
暗
号
化
を

　実
施
し
ま
す
。

便
利
な
個
人
番
号
カ
ー
ド

（
希
望
者
）

マイナンバー制度の利用範囲

社会保障（年金・労働・福祉・医療など）

　年金の資格や確認・給付、雇用保険の資格

取得や確認、ハローワークの事務。医療保険

の保険料徴収、福祉分野の給付、生活保護など。

税

　税務署などに提出する確定申告書、届出書、

調書などに記載するほか税務署などの内部事務

など。

災害対策

　被災者生活再建支援金の受給、被災者台帳の

作成など。

!マイナンバー
　　　　利用時の注意点

忘れたり紛失したりしない

むやみに第三者に教えない

最重要の個人情報だという認識を
常に持つ

他人のマイナンバーを尋ねるのも
NG

正当な理由のない収集は禁止

本人が同意していても正当な目的
以外でのマイナンバー利用禁止

マイナンバー制度全般について

総合政策課　32-1011

問い合わせ先

通知カード・個人情報カードの受取について

市民課　43-3623

表裏

マイナンバーの『通知カード』

表

裏
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（市長）

　食の拠点は、利用者の８割を市外客で占める

ように呼び込み、西都市での消費総額を増やす

ことを前提に考え実施している。

　中心市街地をもう一度活性化させるために、

西都バスセンターやあいそめ広場の再整備を行

い、さまざまなイベントの実施によりお客さん

を引き込みたい。また、小野崎通り商店街の空

き店舗も埋めていきたいと考えている。再整備

に当たっては、商店街、商工会議所など関係機

関と一緒になって進めていきたい。

　中心市街地に魅力がなければ、食の拠点にお

客さんが来られても、中心市街地まで足が向か

ないので「魅力づくり」の支援についても進め

たい。中心市街地だけでなく、西都原やそれぞ

れの地区についての魅力を創出していきなが

ら、食の拠点との連携を進めていきたいと考え

ている。

（市長）

　老朽化した空き家は撤去しなければいけない

と思っている。現状を調査した上で、処分すべ

き空き家の撤去や、活用すべき空き家に対する

改修などの補助事業はできないか、今後検討し

ていきたい。

（市長）

　これからは地域福祉や地域医療が重要。市と

しても公民館単位で健康体操などを取り入れ

て、予防介護のシステムを作っていきたい。

（健康管理課長）

　介護保険制度の改正で、要支援の方は地域で

見守っていこうという流れになっている。地域

づくりと連携してそのようなシステムを作って

いきたいと考える。

（福祉事務所長）

　一人暮らし高齢者の見守りとして、『ふれあ

いいきいきサロン』や『高齢者クラブ』での生

きがいづくりを行っているので、積極的な参加

を呼びかけていきたい。

食の拠点から中心市街地へ集客があるよう

な方策に取り組んでいただきたい。

高齢者の話し相手がいない。井戸端会議も

見かけないので、公民館を高齢者の集いの

場としてはどうか。

の拠点について食高 齢者支援について

き家問題について空

私の地区では、20戸近くの空き家があり、

本当にびっくりしている。

将来に不安を感じているので、西都市の状

況や対策を聞きたい。

タクシーで病院に通っている高齢者に、助

成などはないか。

【問い合わせ】市民協働推進課　３２－１００５

（総合政策課長）

　交通空白地域を順次解消しようということ

で、コミュニティバスがない地域では、タクシー

型または予約制（デマンド型）形態での新しい

地域へのバスの導入を平成 30 年度をめどに考

えている。

A

A A

A

（市長）

　今後の検討課題と認識している。各課の意見

を持ち寄り、前向きに検討する。

（福祉事務所長）

　小学校未就学児は月額３５０円、小学生は月

額１０００円を超える額について市が助成して

いる。また、ひとり親家庭などに対する医療費

助成や自立支援給付金、寡婦に対する医療費助

成も行っている。

（総合政策課長）

　県立高校の再編については、県が示した「県

立高校のあり方」によると平成 28 年度から 30

年度の３年間の入学者数をみて、定員に満たな

い状況が続くようであれば市内２校については

統廃合を検討することとなっている。

　校区撤廃以降、20 年度に県立高校活性化研

究協議会を立ち上げ、市内県立高校の魅力をア

ピールしてきたが、市内中学生の半数は市外の

高校に進学するなど状況は厳しく、妻高４クラ

ス、西都商３クラスとなっている。31 年度以

降は定員に満たないことが予測されており、統

廃合などの再編が問われる。

　８月には保護者・中学生に行ったアンケート

の結果が出るので、それを踏まえて方向性を検

討し、公表したい。

（市長）

　高校再編については、西都商業と宮崎商業が

統合され、市内の県立高校が妻高４クラスだけ

になる可能性もある。27 年度内あるいは今年

の 12 月までには結論を出さざるを得ない状況

にあるので、皆さまの意見を伺いながら、子ど

もたちの将来にとってどういう姿がベストなの

か考えて検討を重ねる。

現在、子どもに関する手続きの窓口が分か

れているが、「こども課」などの窓口の一

本化はできないか。

子どもの医療費の助成について知りたい。

県立高校の再編について、現状を教えてい

ただきたい。

追記：８月 26日、『市県立高等学校活性化研究協議
　　　会』が２校統合を求める要望書提出を決定。
　　　   （８月 29日付けの宮日新聞に掲載）

育て支援について子高 校再編について

災について防

（市長）

　自治会に対しては、危機管理課と消防本部で、

積極的に自主防災組織結成の説明を行っていき

たい。また、避難については、対策本部を設置

して、雨量や水位、消防団からの情報など、さ

まざまな情報を収集して決断する。水害が起こ

らないよう、台風が来る前のダムの事前放水や、

河川改修もお願いしている。

自主防災組織結成を自治会に働きかけるべ

きだ。また、水害時の避難基準を知りたい。

西都の未来について考える

　これからの西都について意見交換を行う『市長と語る西都づくり懇談
会』が開催されました。今年は７月８日～ 31日の期間に、市内７会場
で実施。４４９人の方が参加され、貴重なご意見をいただきました。
　懇談会で出されたご意見の一部（要旨・抜粋）をご紹介します。
　全てのご意見やアンケート結果は、市ホームページに掲載しています。
また、市役所情報コーナーや各支所でも閲覧できます。

『市長と『市長と語る西都づくり懇談会』を開催
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（注）この表は、歳出額に占める人件費の割合を示したものです。
　　人件費には、特別職(市長・副市長および市議会議員など)に
　　支給される給与・報酬などを含みます。　　
　　普通会計とは、地方財政統計上、統一的に用いられる会計区
　　分のこと。一般会計、市営住宅特別会計など。

（１）期末勤勉手当・退職手当

（３）時間外勤務手当（平成26年度普通会計決算）

人件費の状況（平成26年度普通会計決算）1

職員の平均給料および平均年齢の状況３ 職員の初任給の状況４

職員手当の状況６
（４）扶養手当・住居手当・通勤手当

特別職の報酬などの状況７（２）特殊勤務手当（平成26年度普通会計決算）
13.4％

72,919円
7

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給額
手当の種類（手当数）

職員１人当たり平均支給額
71,494千円
213千円

住民基本台帳人口（H27.3.31現在）
歳出額（Ａ）
実質収支

人件費率（Ｂ／Ａ）
人件費（Ｂ）

一般行政職 321,158円
372,800円

42.8歳
51.8歳技能労務職

区　　分 平均
給料月額

平均
年齢

西都市 国
初任給 採用２年目経過日

186,100円
150,500円

174,200円
142,100円高校卒

大学卒一般
 行政職

西都市は
国と同じ
基準です

区　　分

区　分 西都市

６月期
12月期
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当

0.75月分

国

基準は国と
同じですが、
調整率引き
下げの施行
時期が異な
ります

職制上の段階、
　　　　　職務の級などによる加算措置　有

1.50月分

自己都合
20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

定年・定年前早期
25.55625月分
34.5825月分
49.59月分
49.59月分

勤続35年
最高限度額

勤続20年
 退職手当

定年前早期退職特別措置
 　　　　　     2～45％加算

その他
　  の措置

勤続25年

 期末勤勉手当
0.75月分

西都市は
国と同じ
基準です

報酬

市　長
603,000円

361,000円
349,000円

副市長
議　長
副議長
議　員

区　分 月　額

給料

期　末　手　当
672,000円

424,000円

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

西都市は
国と同じ
基準です

西都市 国

借家・借間で月額23,000円以下
　　　を支払っている職員(最高) 
23,000円以上の場合(最高)

13,000円配偶者
配偶者以外の扶養親族   
配偶者なしの扶養者１人目のみ
満16歳の年度初めから満22歳
　 の年度末までの子１人につき

交通機関利用者
　　　最高支給限度額（月額）

交通用具利用（２km以上・月額）

6,500円
11,000円
5,000円

2,000円～
　31,600円

11,000円

27,000円

55,000円

市職員の定員状況（各年4月1日現在）8

9 職員の任免に関する状況

職員の勤務時間の状況
※保育所や消防職員に
　ついては、左記の勤務
　時間と異なります。

10

一般的な職員の勤務時間 8：30～17：15
休憩時間 12：00～13：00

11 職員の休業の状況（平成26年度）

試　 験 　区 　分 職　種 受験者数 採用者数

合　　　計

24人 1人

一般事務１(大卒程度) 事務 197人 2人
一般事務２(民間企業等経験者) 事務 49人 1人

208人 0人一般事務３(高卒程度) 事務
一般事務４（身体障がい者対象）

管理栄養士 栄養士
事務 8人

16人
1人
1人

土木技術 技術

695人 7人

12 職員の服務の状況
公益法人などへの派遣および営利企業への従事許可の実績はありませんでした。

5
2 △2 67

26
1 △1 48

(減)休職者の復帰に伴う減など

18

37
14
33

2 6 △4 248
△2

83
10
7
26
43

2

△１

374合　      計

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工

小　　計

教　　育

消　　防

水　　道
下 水 道
そ の 他

小　　計

小　　計

1

38

45

土　　木

0

2

0

△1

1

2

増 減 差引 職員数 主な増減の理由または定員適正化の手法25年 26年 27年

(減)保育士の欠員不補充

(増)林業振興に伴う増
(減)姉妹都市派遣職員配置による減
(減)道路保全事業などの効率化による減

(増)青少年教育の充実
(減)図書業務の効率化による減など

5
71
26
49
15

33
14
35
248

83
10
6
25
41
372

38

45

0

0
1
2

0

０

5 8 △3

1

０

1

△1
1

1

2

1

1

4人 1人 5人

0人 0人 1人
0人 1人0人
0人1人 1人

（１）職員採用（平成26年度実施）

(増)栄養指導業務の充実一般行政

特別行政

公営
企業等

部門
区分

支給総額

31,695人
17,389,636千円
398,854千円
2,900,836千円

16.7％

6月期・・・1.40月分
12月期・・・1.70月分

計・・・3.10月分

5
69
26
49
17

36
15
35
252

84
10
6
25
41
377

39

45

1
1

(増)下水道業務の充実
(増)介護保険業務の充実

定員管理上の職員数（25・26年は教育長を含む）

1人
6人

0人
1人

1人
9人

0人

1人
1人
0人
0人
2人

消防 消防 193人 1人
（注）市給与条例に基づく給料表の級区分による職員数（教育長を除く）。
　　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

市職員の級別職員数の状況５

374人
100.0%

区　　分

標準的な職務内容

16.3% 6.7%

計

61人 25人

１級 ２級 ３級 ４級

職　員　数
構　成　比

５級 ６級
主事補
技師補

主　事
技　師

主任主事
主任技師

係　長
主　査 課長補佐 課　長

18人
4.8%

35人
9.3%

133人
35.6%

102人
27.3%

13 職員の分限および懲戒処分の状況
平成26年度の分限処分は病気休職３人。懲戒処分はありませんでした。

14 職員の福祉の状況
西都市職員互助会により、職員球技大会やスポーツ文化サークル大会・人間ドックなど、職員相互の親睦や職員の健康管理を
目的とした事業を実施し、職員の福祉の向上を図っています。
また、平成26年度中、職員から公平委員会へ処分に関する申し立てなどはありませんでした。

育児休業 3
育児部分休業等 2

15 職員の研修および勤務成績の評定の状況について

研　修 　区 　分 延べ参加人数
宮崎県市町村振興協会 251人
市町村職員中央研修所 5人

1人
派遣研修

全国市町村国際文化研修所
庁内研修 職員を対象とした庁内研修 404人

（１）職員研修の状況 （2）職員の勤務評定の状況
本市では毎年、職員の勤務評定を実施しています。評定
内容については西都市職員勤務評定規程に規定されて
おり、勤務態度・職務遂行能力などを評定しています。
勤務評定の結果は、昇任・昇格や配置転換などの任用
管理、人材育成などに活用しています。

職員給与費の状況（平成27年度普通会計当初予算）２
職員数（Ａ）（H27.4.1）

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ）

給　料
職員手当

期末・勤勉手当
計（Ｂ）

332人
1,282,004千円

5,849千円
1,941,782千円

180,518千円
479,260千円給与費

区 　分 定年 普通 合計

合　計

一般
行政職
税務職
福祉職

（２）職員の退職状況

消防職
企業職

定年前
早期

５

６

７

※
表
　 

〜
　 

お
よ
び
　 

の（
１
）（
4
）、　 

は
、平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
の
も
の
で
す
。

３

（注）職員手当は人件費から共済費、退職手当、特別職および
　　教育長の給料・報酬などを除いたものです。
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市
職
員
の

 
給
与
・
人
事
行
政
の

　
　
　
　
　     

状
況

　
市
職
員
の
給
与
（
給
料
お
よ
び
諸
手
当
）
は
、
国

家
公
務
員
の
給
与
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議

会
の
審
議
を
経
て
、
条
例
や
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
市

職
員
の
給
与
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
な
お
、
臨
時
職
員
な
ど
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

市
職
員
の

 
給
与
・
人
事
行
政
の

                    

状
況



市
政
レ
ポ
ー
ト

市 政レポート
市政の動きや情報をお伝えします

さ
い
と

さ
い
と

eporR t！

市
役
所
南
庁
舎
に
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設

福祉事務所　43-0376

道
路
ふ
れ
あ
い
週
間
で
道
路
の
ご
み
拾
い

建設課　43-0381
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市
は
、
老
朽
化
が
進
み
耐
震
補

強
が
必
要
な
市
役
所
本
庁
舎
に
つ

い
て
、
新
庁
舎
建
設
の
方
針
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
に
完
成
し
た
現
庁
舎

は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
地
震
の

震
動
お
よ
び
衝
撃
に
対
し
て
倒
壊

ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る

建
物
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、
庁
内

の
関
係
部
署
で
つ
く
る
検
討
委
員

会
に
お
い
て
『
新
庁
舎
建
設
』
と

『
耐
震
補
強
工
事
』
の
２
案
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
の
結
果
、
地
震
が
起
こ
っ

た
際
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
安
心

安
全
性
、
庁
舎
の
広
さ
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
機
能
性
、
建
設
費
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
を
長
期
的
に
み

た
経
済
性
な
ど
か
ら
新
庁
舎
建
設

に
決
定
。
建
設
場
所
な
ど
は
今
後

検
討
を
進
め
ま
す
が
、
建
設
費
は

20
数
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
来

年
度
中
に
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
し
、
平
成
33
年
度
中
の
新

庁
舎
完
成
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
『
天
正
遣
欧
少
年
使
節
』
に
ゆ

か
り
の
あ
る
本
市
と
長
崎
県
西
海

市
・
大
村
市
・
雲
仙
市
・
南
島
原

市
・
波
佐
見
町
で
は
、
毎
年
交
流

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
関
係
市
町
の
中

学
生
が
集
い
、
少
年
使
節
の
偉
大

な
功
績
や
各
市
町
の
歴
史
・
文
化

を
学
ぶ
こ
と
な
ど
を
目
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
８
月
17
〜
19
日
に
大
村

市
で
開
催
さ
れ
、
５
市
１
町
か
ら

計
49
人
（
本
市
か
ら
は
14
人
）
の

生
徒
が
参
加
。
少
年
使
節
に
ゆ
か

り
の
あ
る
土

地
や
建
物
の

見
学
を
行
い

な
が
ら
、
関

係
市
町
の
中

学
生
同
士
が

交
流
を
深
め

ま
し
た
。　

　

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
に
内

科
医
の
楠く
す
も
と元
規の
り
お生
医
師
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
同
医
師
の
着
任
に
よ

り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
常
勤
医
師
は
、

４
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
長
田
理
事

長
か
ら
楠
元
医
師
へ
辞
令
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
同
医
師
は
、
膠こ
う

原げ
ん
び
ょ
う病
感
染

症
内
科
と
呼

吸
器
内
科
を

担
当
さ
れ
、

早
速
同
日
か

ら
診
療
を
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
面
は
、
医
療
機
関
か
ら
の
紹

介
患
者
を
優
先
し
て
受
け
入
れ
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
医
師
会
や
大
学
、
新
田
原
基

地
な
ど
の
応
援
を
受
け
な
が
ら
、

夜
７
時
か
ら
11
時
ま
で
の
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
科
診
療
に
つ
い
て
は
、
診

療
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
（
42-

１
１
１
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

穂
北
の
下
水
流
地
区
に
伝
わ
る

国
選
択
・
県
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
『
下
水
流
臼
太
鼓
踊
』。
そ

の
保
存
・
伝
承
に
取
り
組
む
『
下

水
流
臼
太
鼓
踊
保
存
会
』
が
『
第

35
回
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
』
の
地

域
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
伝
統
文
化
の
保
存
・

振
興
に
貢
献
し
、
今
後
も
更
な
る

業
績
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
公

益
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振

興
財
団
の
顕
彰
事
業
。
そ
の
中
の

『
地
域
賞
』
は
地
域
に
お
い
て
長

年
地
道
に
努
力
し
、後
進
の
指
導
・

育
成
に
努
め
て
い
る
個
人
や
団
体

に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

同
保
存
会
の

実
績
や
、
地
元

の
穂
北
中
の
生

徒
に
指
導
を
行

う
な
ど
す
る
将

来
的
な
担
い
手

確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
観
光
協
会
が
作
成
し
た
観
光

ブ
ラ
ン
ド
ポ
ス
タ
ー
が
『
第
５
回

伝
統
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
』
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
で
開

催
さ
れ
て
い
る
伝
統
あ
る
ま
つ
り

の
ポ
ス
タ
ー
を
一
堂
に
集
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
つ
り
の
相
互
理
解
と

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

同
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
が
山

形
県
新
庄
市
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
24
日
、
同
市
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
同
協
会
の
鎌
田
事
務
局

長
と
下
水
流
臼
太
鼓
踊
保
存
会
の

橋
口
会
長
が
出
席
。
式
で
は
吉
村

作
治
委
員
長
か
ら
橋
口
会
長
に
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、『
下
水
流
臼
太

鼓
踊
』
を
本

市
在
住
の
写

真
家
・
黒
木

一
明
氏
が
撮

影
し
た
も
の

で
、
同
協
会

が
昨
年
度
作

成
し
ま
し
た
。

　

市
役
所
南
庁
舎
に
西
都
地
区
保

護
司
会
の
活
動
の
拠
点
と
な
る

『
西
都
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
』
が
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
自
宅
な
ど

で
活
動
を
行
っ
て
き
た
保
護
司
の

負
担
軽
減
や
、
公
的
機
関
と
の
連

携
向
上
を
図
る
た
め
設
置
さ
れ
た

も
の
。
県
内
で
は
６
カ
所
目
の
設

置
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
26
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ

た
開
所
式
に
は
、
同
保
護
司
会
や

関
係
機
関
な
ど
か
ら
約
40
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
は
市
役
所
南
庁
舎
１

階
に
設
置
さ
れ
、
平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
ま
で
企
画
調
整
保

護
司
が
常
駐
。
罪
を
犯
し
た
人
の

立
ち
直
り
支
援

や
仮
釈
放
後
の

住
居
相
談
な
ど

の
た
め
、
保
護

観
察
対
象
者
と

の
面
談
や
会
議

な
ど
で
使
用
さ

れ
ま
す
。

　

７
月
の
『
河
川
愛
護
月
間
』、

８
月
の
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』

の
関
連
行
事
と
し
て
、
８
月
19
日

に
『
道
路
・
河
川
の
一
斉
清
掃
』

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
道
路
や
河
川
に
関
係
す

る
諸
団
体
が
清
掃
活
動
に
一
斉
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
河
川
愛

護
月
間
お
よ
び
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
の
啓
発
を
行
い
、
市
民
へ
の
環

境
美
化
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

参
加
者
ら
は
こ
の
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
を
終
え
午
後
５
時
15
分

か
ら
１
時
間
程
度
、
清
掃
作
業
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
『
西
都
市
県
立
高
等
学
校
活
性

化
研
究
協
議
会
』
は
、
県
教
育
委

員
会
に
対
し
、
妻
高
校
、
西
都
商

業
高
校
の
統
合
を
求
め
る
要
望
書

の
提
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
両
校
Ｏ
Ｂ
会
の
会

長
や
保
護
者
、
市
内
小
中
学
校
の

校
長
な
ど
で
組
織
。
以
前
か
ら
両

高
校
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
教
育
委

員
会
の
『
県
立
高
校
教
育
整
備
計

画
』
の
『
中
期
実
施
計
画
』
に
お

い
て
統
廃
合
の
可
能
性
が
明
記
さ

れ
た
こ
と
な
ど
を
う
け
、
７
月
に

市
内
の
全
中
学
生
と
小
中
学
生
の

保
護
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
統
合
の
賛
否
や
新
学

科
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
尋
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
統
合
を
望
む
意
見

が
多
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
魅
力

あ
る
新
学
科
の
設
置
な
ど
も
盛
り

込
ん
だ
要
望
書
を
９
月
下
旬
に
提

出
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
次
号

の
広
報
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

市
庁
舎
の
立
て
替
え
方
針
を
決
定

財政課　43-3680

天
正
遣
欧
少
年
使
節
ゆ
か
り
の
地
で
中
学
生
が
交
流

総務課　43-1112

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
に
内
科
医
が
着
任

地域医療対策室　32-1015

下
水
流
臼
太
鼓
踊
保
存
会
が
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
を
受
賞

社会教育課　文化財係　43-0846

観
光
協
会
作
成
の
ポ
ス
タ
ー
が
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞

商工観光課　観光ツーリズム係　43-3421

妻
、
西
都
商
の
高
校
統
合
を
県
へ
要
望
決
定

総合政策課　32-1011
（写真提供：西都地区保護司会）
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環
境
の
こ
と
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

再生の森サマーフェスタ 2015

8 月 16 日、西都児湯クリーンセンターで
『サマーフェスタ 2015』を開催。これは、
西都児湯地区４R 推進協議会が循環型社会
の形成に向けた啓発活動の一環で毎年開
催しているもの。この日はオープニング
で『みやざき犬』のダンスや『ごみゼロ・
リサイクル促進ポスター』の表彰が行わ
れたほか多彩な催しがあり、多くの来場
者で賑わいました。

本
市
を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
の

　
　
　
　
勇
壮
な
舞
に
多
く
の
観
客

下水流臼太鼓踊

9 月 13 日、穂北南方神社などで『下水流
臼太鼓踊』が奉納されました。国選択・
県指定無形民俗文化財である同臼太鼓踊
りは、五穀豊穣をはじめ、火難・水難よ
けの祈願を込め、毎年旧暦８月１日に奉
納されます。この日は同神社など３カ所
で同踊保存会が勇壮な舞を披露し、近隣
住民やアマチュアカメラマンなど多くの
観客が集まりました。

西
都
の
２
イ
ベ
ン
ト
が
合
同
企
画

夏
の
夜
を
盛
り
上
げ
る

SUMMER FESTIVAL 2015　S.W.A.T. 
with 伊東家の食卓 in 桜町

8 月 16 日、『S.W.A.T. with 伊東家の食卓 
in 桜町』がホテルプリムローズ前道路を
歩行者天国にして開催されました。これ
は、今年３回目を迎える『S.W.A.T.』と
毎年あいそめ広場で行われている伊東マ
ンショ顕彰イベント『伊東家の食卓』の
合同企画。会場には市内飲食店の屋台が
ずらりと並び、来場者は西都の食を大い
に楽しんでいました。

三
納
川
の
夏
の
風
物
詩

　
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た

魚のつかみ捕り大会

8 月 23 日、三納川で『魚のつかみ捕り大
会』が開催されました。これは、三納地
域づくり協議会が毎年開催しているもの
で、三納川の一部を囲った天然のプール
に、ニジマス約 400 匹を放流。今年は市
内外から、121 人の子どもたちが参加し
ました。子どもたちは冷たい川につかり、
歓声を上げながら泳ぎ回るニジマスを追
いかけていました。

穂北まつり
8 月 22 日、穂北小学校グラウンドで『穂北まつり』が行
われました。同まつり実行委員会の主催で 12 回目の開催
となります。オープニングでは同地区の子どもたちが太
鼓演奏や臼太鼓踊り、よさこいソーランなどを披露。そ
のほか中国変面やひょっとこ踊りなどの多彩なプログラ
ムやお楽しみ抽選会もあり、この日訪れた多くの来場者
は、恒例となった『まつり』を大いに楽しみました。

西都児湯斎場『再生の杜』竣工内覧会
8 月 24 日、新火葬場『再生の杜』の竣工内覧会が同火葬
場で行われました。これは、高鍋町と都農町にあった火
葬場が古くなり、更新が必要となったため、本市をはじ
め高鍋町、新富町、木城町、川南町、都農町の総意で「西
都児湯クリーンセンター再生の森」内に建設されたもの。
会には、関係者や地元住民の代表など約 100 人が出席し、
完成したばかりの斎場を見学しました。

さわやか市民スポーツ大会
９月６日、市民体育館をメイン会場として『さわやか市
民スポーツ大会』が開催されました。総合開会式ではソ
フトバレーに出場する上沖チームの冨山和行さんが選手
宣誓。この日はあいにくの雨で、予定していた９種目の
うち屋外競技の５種目が中止となり４種目で熱戦を繰り
広げました。選手たちは、日頃の練習の成果を競い合い
さわやかな汗を流しました。

オカリナ太鼓コンサート
9 月 13 日、市民会館で『オカリナ太鼓コンサート』が行
われました。これは同館の文化事業として開催され、今
回で 16 回目。西都オカリナキッズや市内の和太鼓グルー
プが参加し、日ごろの練習の成果を披露しました。また
ゲストとしてオカリナ奏者の宗次郎さんと橘太鼓響座が
登場。会場をオカリナの優しい音色と太鼓の力強い響き
が包み、最後は出演者全員による共演が披露されました。

ま
ち
の
話
題

ち の 話 題ま ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

赤十字『幼児安全法講習会』
9 月 12 日、市コミュニティセンターで『赤十字「幼児安
全法講習会」』が開催されました。これは、日本赤十字社
が「世界救急の日（9 月第 2 土曜日）」に合わせて行った
もので、22 人が受講。子どもに対する心肺蘇生の仕方や
AED の使い方、物をのどに詰まらせたときの対処法など
を、人形を使って練習しました。受講者は時折質問をす
るなどして、真剣に取り組んでいました。



　

平
成
７
年
に
横
山
昇
先
生
が

「
石
貫
階
段
の
由
来
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
書
き
遺

さ
れ
た
文
章
に
よ
る
と
、
石
貫
神

社
は
第
45
代
聖
武
天
皇
時
代
（
約

１
２
０
０
年
前
）
に
創
建
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
大
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

山
祇
命
を
御
祭
神

と
し
、
全
国
山
神
総
本
社
と
言
わ

れ
、
毎
年
正
月
、
５
月
、
９
月
の

例
祭
は
大
盛
況
だ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

山
神
信
仰
心
に
厚
い
横
浜
市
の

実
業
家
・
中
村
房
次
郎
氏
が
、
傷

ん
で
い
た
石
貫
神
社
の
改
築
と
大

山
祇
の
古
墳
へ
の
参
拝
道
と
な
る

階
段
を
作
る
た
め
、
当
時
の
金
額

で
４
０
０
０
円
を
寄
進
。
戦
時
中

の
人
手
不
足
と
苦
し
い
生
活
の
中
、

石
貫
集
落
は
も
と
よ
り
近
隣
の

人
々
３
５
０
０
人
が
奉
仕
作
業
に

協
力
し
、
昭
和
16
年
に
石
貫
階
段

が
完
成
し
た
そ
う
で
す
。

　

記
紀
の
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う

と
、
石
貫
集
落
の
方
々
が
毎
月
草

刈
・
清
掃
さ
れ
、
近
隣
の
法
元
、

寺
崎
の
方
々
が
道
沿
い
に
花
壇
を

作
り
、
ま
た
稚
児
ヶ
池
で
は
池
の

浄
化
そ
し
て
古
代
の
大
賀
ハ
ス
を

咲
か
せ
る
な
ど
努
力
を
さ
れ
て
お

り
、
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

７
月
19
日
、
記
紀
の
道
の
最
終

地
・
西
都
原
に
つ
な
が
る
１
６
９

段
の
石
貫
階
段
の
両
脇
に
、
妻
北

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
企
画
で
ヒ

ガ
ン
花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

小
雨
の
降
る
中
、
大
人
子
ど
も
96

名
の
方
が
球
根
植
え
に
汗
を
流
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
９
月
の
秋

分
の
日
頃
に
は
、
赤
白
の
花
が
訪

れ
た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

植
栽
に
当
た
り
、
前
日
か
ら
草

刈
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
い
た
石
貫

集
落
の
方
々
、
ま
た
球
根
を
植
え

て
い
た
だ

い
た
皆
さ

ま
に
、
お

礼
と
感
謝

を
申
し
あ

げ
ま
す
。

人人今月の今月の

区
分
さ
れ
た
７
部
門
の
う
ち
の
１

つ
）
で
『
日
向
木
挽
唄
』
を
歌
い
、

見
事
優
勝
。
そ
の
後
の
各
部
門
優

勝
者
に
よ
る
争
奪
戦
も
制
し
、
総

合
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
ブ
ラ
ン
ク
明
け
の
大
会
だ
っ
た

の
で
、
順
位
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
復
帰
戦
で
の
優
勝
に

ご
自
身
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
村
さ
ん
は
両
親
、
夫
、

子
ど
も
（
写
真
）
と
の
５
人
暮
ら

し
。
家
庭
や
仕
事
、
そ
し
て
民
謡

の
練
習
で
忙
し
い
日
々
の
中
で

「
家
族
と
の
ド
ラ
イ
ブ
や
ウ
イ
ン

ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
み
」

と
の
こ
と
。

　

民
謡
の
魅
力
を
尋
ね
る
と
「
奥

が
深
く
て
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

小
さ
い
時
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
、
大
人
に
な
っ
て
少
し
ず

つ
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
が
近
づ
い
た
現
在
は
、

仕
事
か
ら
帰
っ
た
平
日
の
夜
、
時

間
を
見
つ
け
て
同
教
室
で
練
習
を

重
ね
ま
す
。「
他
県
の
総
合
グ
ラ

ン
プ
リ
は
す
ご
い
人
た
ち
ば
か
り

だ
け
ど
、
自
分
の
唄
を
楽
し
め
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
大
会
で

の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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高等学校放送部が、『第 62 回 NHK 全国放送コン
テスト宮崎県予選』のテレビドキュメント部門で

第１位、創作ラジオドラマ部門で第２位を獲得し、７
月に東京都で行われた全国大会に出場しました。
　放送部は２年生の上米良さんと宮路さんの２人の
み。テレビドキュメント作品では、上米良さんの将来
の夢をテーマに制作しました。創作ラジオドラマ作品
では、本市特産の『ピーマン』というタイトルで、宮
路さんが脚本を担当。上米良さんが BGM の音楽を制
作し、２人で協力し合って作品を作っています。
　１位に選ばれたときは、「他校の作品もレベルが高
かったので、まさかと思いましたが、うれしかったで
す」と宮路さん。上米良さんは「次の高等学校総合文
化祭のオーディオピクチャー部門で上位入賞を目指し
ています。みんなに面白いと思ってもらえるようなエ
ンターテインメント性のある作品を作りたいです」と
抱負を語ってくれました。部員も募集中とのことです。

妻

　２学期が始まって１週間たちました。２学
期は、次の３つのことをがんばります。
　１つ目は、授業中や活動の時の反応です。
１学期よりも私はよくなったとは思います。
だけど、友達を見ると、大きな声で反応がで
きている人もいます。だから、私はもっと大
きな声で、しっかり、はっきりと返事をし、
反応できるようにがんばります。
　２つ目は、発表です。答えはわかっている
のに、失敗をおそれて手を挙げられません。
手を挙げていても自信がない時にはおずお
ずと手を挙げてしまいます。だから、答えが
わかった時は、失敗をおそれずに、「ピシッ」
と手を挙げ、発表をがんばります。
　３つ目は、字をきれいに書くことです。私
は、ていねいに書こうと意識をしないと、字
のバランスがみだれてしまい、雑な字になっ
てしまいます。だから、私は、意識しなくて
もいつでもていねいな字が書けるようにし
ていきたいです。
　私は、２学期に、これら３つのことをしっ
かり身に付けていきます。

題名
  『２学期に
　がんばりたいこと』
三納小学校　６年

　　柳
やなぎた

田　彩
あ や か

花 さん  

こが あげは ちゃん
くろうのこども園・６歳

作品
 「 おじいちゃんとひまわり 」

妻高等学校 放送部 宮
みやじ

路 玲
れいか

加さん、上
か ん め ら

米良 美
み の り

乃里さん

み
ん
な
の
広
場

11 年のブランクから復帰し、県大会で総合グランプリ！
　　　　　　　民謡民舞全国大会に県代表として出場します。

　

10
月
15
〜
18
日
に
東
京
・
両
国

国
技
館
で
開
催
さ
れ
る
『
民
謡
民

舞
全
国
大
会
』。
そ
の
大
会
の
最

終
日
、
各
県
の
総
合
グ
ラ
ン
プ
リ

が
出
場
す
る
『
内
閣
総
理
大
臣
賞

争
奪
戦
』
に
中
村
智
美
さ
ん
が
出

場
し
ま
す
。

　

８
歳
の
時
、
両
親
に
勧
め
ら
れ
、

本
市
下
三
財
の
『
つ
か
さ
民
謡
教

室
』
で
民
謡
を
習
い
始
め
た
中
村

さ
ん
。
高
校
１
年
生
ま
で
に
県
大

会
な
ど
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
に

も
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
民
謡
か
ら
離
れ
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
２
月
に
同
教
室

で
の
練
習
を
再
開
。
そ
の
９
カ
月

後
に
は
約
11
年
の
ブ
ラ
ン
ク
か
ら

の
復
帰
戦
と
し
て
県
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
青
年
の
部
（
年
齢
で

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報・表紙の題字（さいと）を
募集しています。市総務課広報係まで　℡ 0983-43-1111　メール：koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

昭和 61 年 1 月 12 日生
三財：藤田

中村　智美
なかむら　    とも  み

さん

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

妻北地域づくり協議会
生活環境安全部長

水本明男 さん

 
稲
いなだ

田　美
み さ

瑳ちゃん
（平成23年12月26日生）

甘えん坊で元気いっぱいの美瑳チャン。
これからも、みんなを楽しませてね。

( 中妻：憲昭さん・香苗さんの次女 )



■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

横
山 

守　
写
真
展
『
光
の
彩
色
』

■
期
間
＝
10
月
11
日
（
日
曜
）
ま

　

で
婦
人
の
家 

秋
ま
つ
り

『
麦
』『
一
の
会
』

■
期
間
＝
10
月
13
日
（
火
曜
）
〜

　

25
日
（
日
曜
）

西
都
女
子
会 

イ
ラ
ス
ト
・
ふ
で
じ

■
期
間
＝
10
月
27
日
（
火
曜
）
〜

　

11
月
１
日
（
日
曜
）

　

イ
ラ
ス
ト
：
児
玉
晴
香
・
猪
股

　

あ
さ
、
ふ
で
じ
：
稲
田
有
香

日
高
一
夫　
油
彩
画
展

『
45
年
回
顧
展
』

■
期
間
＝
11
月
３
日
（
火
曜
）
〜

　

８
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

国
際
交
流
展
『
美
と
技
と
祈
り
〜

台
湾
原
住
民
の
植
物
利
用
と
南
九

州
人
の
軽
石
利
用
〜
』

　

台
湾
と
南
九
州
に
生
き
た
人
々

は
、
古
く
か
ら
身
近
な
素
材
を
利

用
し
て
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
今
回
は
台
湾
の
十
三
行

博
物
館
と
共
同
で
、
両
文
化
を
比

較
す
る
展
示
を
行
い
、
人
と
自
然

の
関
わ
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
期
間
＝
10
月
３
日
（
土
曜
）
〜

　

11
月
29
日
（
日
曜
）
ま
で

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
18
時

※
入
室
は
17
時
30
分
ま
で

■
休
館
日
＝
月
曜
（
国
民
の
祝
日

　

と
重
な
る
時
は
翌
日
）、
休
日

　

の
翌
日
（
土
日
・
休
日
を
除
く
）

※
10
月
１
日
（
木
曜
）、２
日
（
金

　

曜
）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

関
連
講
演
会
『
自
然
と
共
に
生
き

た
人
々
〜
台
湾
と
南
九
州
〜
』

■
日
時
＝
10
月
18
日
（
日
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

関
連
体
験
講
座
『
カ
ラ
ム
シ
で
布

を
作
ろ
う
』

■
日
時
＝
10
月
31
日
（
土
曜
）
13

　
時
30
分
〜
16
時

■
場
所
＝
古
代
生
活
体
験
館

■
内
容
＝
カ
ラ
ム
シ
（
植
物
）
か

　

ら
取
っ
た
繊
維
で
布
や
ア
ク
セ

　

サ
リ
ー
を
製
作
し
ま
す
。
参
加

　

費
２
０
０
円
程
度
。
小
学
４
年

　

生
〜
一
般
の
方
が
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝　

　

宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館

　

℡
０
９
８
３–

41–

０
０
４
１

　

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
グ
（
プ
ロ

野
球
フ
ァ
ー
ム
秋
季
教
育
リ
ー

グ
）
全
１
４
４
試
合
が
県
内
各
球

場
で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
18
試

合
が
行
わ
れ
ま
す
。
試
合
日
程
な

ど
の
詳
細
は
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期
間
＝
10
月
５
日
（
月
曜
）
〜

　

26
日
（
月
曜
）

■
試
合
会
場
＝

　

西
都
原
運
動
公
園
野
球
場

■
観
戦
料
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

　

働
く
婦
人
の
家 

秋
ま
つ
り
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
曜
）
12

　

時
〜

■
会
場
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

■
お
茶
の
振
る
舞
い
（
無
料
）

■
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
曜
）
10

　

時
〜

■
会
場
＝
市
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

※
お
茶
席
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　

す
（
１
０
０
席
）
の
で
、
先
着

　

順
と
な
り
ま
す
。

■
作
品
展
示

◎
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夢
た
ま
ご

■
日
時
＝
10
月
13
日 

（
火
曜
）
〜

　

25
日
（
日
曜
）
10
時
〜
17
時

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

■
内
容
＝
水
彩
画
・
油
絵
な
ど

◎
西
匠
の
館

■
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
曜
）
〜

　

25
日
（
日
曜
）
10
時
〜
18
時

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

■
内
容
＝
書
道
、
絵
手
紙
、
洋
裁
、

　

押
し
花
な
ど

■
舞
台
発
表

■
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
曜
）
13

　

時
〜

■
会
場
＝
市
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容
＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民
舞
、

　

コ
ー
ラ
ス
、
体
操
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
働
く
婦
人
の
家

　

℡
０
９
８
３-

32-

６
３
０
０

　
市
民
会
館
で
美
術
展
や
芸
能
大

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

美
術
展

■
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
曜
）
〜

　

25
日
（
日
曜
）
９
時
〜
17
時

※
17
日
（
土
曜
）
は
10
時
か
ら

■
内
容
＝
絵
画
、
書
、
写
真
、
工

　

芸
の
部
や
生
花
の
展
示
な
ど

芸
能
大
会

■
日
時
＝
11
月
３
日
（
火
曜
）
開

　

場
：
12
時
、
開
演
：
12
時
30
分

■
内
容
＝
民
謡
、
舞
踊
、
詩
吟
、

　

太
極
拳
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
会
館

　

℡
０
９
８
３-

43-

５
０
４
８

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
伊

東
主
従
豊
後
落
ち
の
際
、
こ
の
地

に
と
ど
ま
っ
た
者
た
ち
が
農
耕
の

か
た
わ
ら
武
芸
に
励
む
た
め
に
始

め
た
踊
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
日
時
＝
10
月
18
日
（
日
曜
）
神

　

事
：
10
時
30
分
〜
、
奉
納
：
11

　

時
30
分
〜

※
雨
天
時
は
奉
納
の
み
中
止

■
会
場
＝
踊
庭
神
社
（
東
米
良
中

　

尾
地
区
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
市
東
米
良
支
所

　

℡
０
９
８
３-

49-

３
０
３
１

■
日
時
＝
10
月
24
日
（
土
曜
）、

　

25
日
（
日
曜
）
10
時
〜
16
時

■
会
場
＝
西
都
原
イ
ベ
ン
ト
広
場

■
内
容
＝
西
都
の
農
畜
産
物
を
使

　

用
し
た
料
理
の
販
売
や
振
る
舞

　

い
、
長
崎
県
西
海
市
の
物
産
品

　

販
売
、お
楽
し
み
せ
ん
ぐ
ま
き
、

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
さ
い
と
ふ
る
さ

　

と
産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　

務
局
（
農
政
課
内
）

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

■
日
時
＝
10
月
25
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
15
時
40
分

■
会
場
＝
三
財
小
中
学
校
グ
ラ
ウ

　

ン
ド（
雨
天
時
は
同
校
体
育
館
）

■
内
容
＝
へ
そ
相
撲
、へ
そ
踊
り
、

　

三
財
出
身
の
黒
木
姉
妹
に
よ
る

　

ス
テ
ー
ジ
、
少
年
野
球
大
会

　
（
24
日
〜
）、
児
童
芸
能
発
表
、

　

気
球
搭
乗
体
験
、
お
楽
し
み
抽

　

選
会
、
各
種
出
店
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

三
財
地
域
づ
く
り
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

44-

５
８
３
１

■
日
時
＝
11
月
１
日
（
日
曜
）

○
ス
タ
ー
ト
時
間

　

女
子
の
部
：
10
時
20
分

　

男
子
の
部
：
12
時
30
分

※
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
は
市
役
所

　

正
面
玄
関
前

※
当
日
は
コ
ー
ス
周
辺
の
交
通
規

　

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を

　

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

※
11
月
15
日
（
日
曜
）
に
、
本
市

　

で
全
九
州
高
等
学
校
駅
伝
競
走

　

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た

　

め
、
今
年
の
宮
崎
県
中
学
校
駅

　

伝
競
走
大
会
は
宮
崎
市
で
行
わ

　

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

■
日
時
＝
11
月
６
日
（
金
曜
）
〜

　

８
日
（
日
曜
）
９
時
〜
17
時

■
会
場
＝
市
民
会
館

■
内
容
＝
市
内
小
中
学
生
の
作
品

　

展
示
（
図
画
、
書
写
な
ど
）

■
入
場
料
＝
無
料

■
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
政
策
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
３
８

　

西
都
４
大
ま
つ
り
の
一
つ
『
西

都
古
墳
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
幻
想
的
、
壮
大
な
古
代
ロ
マ

ン
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
地
場
産
品
の

出
店
は
も
ち
ろ
ん
、「
古
代
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
す
。
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＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ

EV
EN
T 
＆
 N
EW
S

2015  October

＆
●
● 

イ
ベ
ン
ト 

●
●

IN
FO
RM
A
TIO
N

ンフォメーションイ
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
10
月
の
催
し
〜

宮
崎
県
高
等
学
校

　
　
　
　
　
駅
伝
競
走
大
会

西
都
原
考
古
博
物
館

国
際
交
流
展
・
関
連
行
事

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
リ
ー
グ

働
く
婦
人
の
家　
秋
ま
つ
り

さ
い
と
ふ
る
さ
と

　
産
業
ま
つ
り
２
０
１
５

　　　　
　
　
『
こ
ん
ね
ま
つ
り
』

西
都
市
総
合
文
化
祭

三
財
へ
そ
祭
り

西
都
市
教
育
文
化
祭

西
都
古
墳
ま
つ
り

中
尾
棒
踊
り



　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
10
月
25
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

■
日
時
＝
11
月
10
日
（
火
曜
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

■
期
日
＝
10
月
20
日
（
火
曜
）

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
10
月
30
日
（
金
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
20
年
10
月
２
日

　

〜
11
月
１
日
生
ま
れ
の
国
民
健

　

康
保
険
の
方
、
昭
和
15
年
11
月

　

１
日
〜
11
月
30
日
生
ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

○
市
・
県
民
税
（
３
期
）

○
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

○
介
護
保
険
料
（
４
期
）

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

　
（
４
期
）

■
納
付
期
限
＝
11
月
２
日（
月
曜
）

※
口
座
振
替
・
コ
ン
ビ
ニ
払
い
も

　

利
用
で
き
ま
す
。

※
納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

■
日
時
＝
11
月
７
日
（
土
曜
）
10

　

時
〜
22
時
、
8
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
西
都
原
御
陵
墓
前
広
場

　

ほ
か

■
内
容
＝

○
７
日
：
火
お
こ
し
体
験
、
神
楽

　

ま
つ
り
（
市
内
4
神
楽
の
披

　

露
）、
た
い
ま
つ
行
列
、
炎
の

　

祭
典
ほ
か

○
８
日
：
式
典
、
伝
統
芸
能
の
奉

　

納
、古
代
生
活
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

　

コ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
御
陵
墓
の

　

一
般
参
拝
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
協
会

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は

３
つ
の
海
外
研
修
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容
＝
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語

　

研
修
・
文
化
交
流
な
ど

■
派
遣
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

　

サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
日
程
＝
12
月
23
日
（
水
曜
）
〜

　

31
日
（
木
曜
）
の
う
ち
６
〜
７

　

日
間

■
募
集
対
象
＝
小
学
校
３
年
生
〜

　

高
校
３
年
生

※
日
程
や
募
集
対
象
な
ど
は
プ
ロ

　

グ
ラ
ム
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
定
員
＝
各
グ
ル
ー
プ
20
人

■
参
加
費
＝
26
万
８
千
円
〜
43
万

　

８
千
円
（
予
定
）

■
申
し
込
み
締
切
＝
11
月
２
日

　
（
月
曜
）
※
申
し
込
み
先
着
順

※
詳
細
は
同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.kskk.or.jp

）

　

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

℡
０
３-
６
４
１
７-

９
７
２
１

　

10
月
９
日
（
金
曜
）
は
、
児
童

手
当
の
支
給
日
で
す
。
指
定
の
口

座
に
振
り
込
む
予
定
で
す
。

　

新
た
に
出
生
な
ど
で
児
童
が
増

え
た
と
き
や
住
所
を
移
転
し
た
と

き
は
届
け
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
６

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
10
月
６
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
11
月
10
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

行
政
相
談

■
日
時
＝
10
月
８
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

※
次
回
は
11
月
12
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
10
月
20
日
（
火
曜
）
13

　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
10
月
20
日
（
火
曜
）
10
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＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。
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●
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相
談

そ
の
他

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

日11 とめもり小児科 小児科 43-5884

8
火

水田内科医院 内科 43-111518 日

鶴田病院 外科・内科 42-3711
1 こうの整形外科

小児科 42-1500
3

いわみ小児科医院

眼科 42-0039

日

12 のぐち眼科クリニック

整形外科 43-2200
日25 黒木胃腸科医院 内科・胃腸科 43-1304

11 日

月

児玉内科クリニック 内科 43-1777日410

今
月
の
納
期

冬
休
み
海
外
研
修
交
流

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

●
● 

募　
集 

●
●

●
● 
お
知
ら
せ 

●
●

児
童
手
当
の
支
給
月
で
す



　

平
成
17
年
の
台
風
14
号
。
あ
れ

か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
８
月
下
旬
、
台
風
15
号

が
九
州
に
上
陸
。
本
市
で
も
強
い

雨
や
風
が
観
測
さ
れ
、
倒
木
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
農
作
物
な
ど
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、

竜
巻
や
火
山
の
噴
火
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
災
害
が
日
本
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
、
そ
れ
に
対
す
る
準
備
と
心

が
け
の
重
要
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

す
。　
（
ひ
）
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こ
の
た
び
、
８
月
31
日
か
ら
９

月
６
日
の
日
程
で
イ
タ
リ
ア
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

目
的
の
１
つ
は
、
昨
年
発
見
さ

れ
新
聞
報
道
な
ど
で
話
題
と
な
り

ま
し
た
が
、
４
３
０
年
前
に
描
か

れ
た
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
肖
像
画
を

確
認
し
、写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
そ
の
写
真
を
西
都
市
史

の
口

※

絵
と
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
い
て
了
解
を
得
る

こ
と
。
ま
た
来
年
度
、
肖
像
画
の

宮
崎
へ
の
里
帰
り
展
覧
会
を
お
願

い
し
、
で
き
れ
ば
、
肖
像
画
の
所

有
者
で
あ
る
ト
リ
ブ
ル
ツ
ィ
オ
財

団
理
事
長
に
よ
る
西
都
で
の
ご
講

演
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧

会
の
会
場
で
公
演
さ
れ
る
銀
鏡
神

楽
の
応
援
と
、
世
界
各
国
の
人
々

が
集
う
博
覧
会
で
本
市
の
伝
統
文

化
や
食
の
魅
力
を
世
界
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
し
た
。
実
際
、

銀
鏡
神
楽
の
公
演
は
、
外
国
の
人

に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る

こ
と
の
な
い
非
常
に
珍
し
い
神
秘

的
な
舞
と
い
う
こ
と
で
大
好
評
で

し
た
。
実
質
３
日
間
の
ミ
ラ
ノ
滞

在
で
あ
り
ま
し
た
が
、
目
的
は
ほ

ぼ
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
は
歴
史
的
遺
産
の
宝

庫
で
、
国
内
全
体
が
野
外
博
物
館

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど

で
し
た
。
世
界
遺
産
と
し
て
有
名

な
「
水
の
都
」
ベ
ネ
チ
ア
の
視
察

も
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
地
は
当

時
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
が
滞
在
し
た

際
に
肖
像
画
が
描
か
れ
た
場
所
で

あ
る
と
さ
れ
、
街
並
み
も
当
時
の

ま
ま
残
っ
て
い
る
所
も
多
く
、
マ

ン
シ
ョ
の
足
跡
を
し
の
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
帰
り
の
飛
行
機
の
便

が
機
材
の
故
障
な
ど
で
遅
延
や
中

止
に
な
る
と
い
う
２
度
の
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
観
光
地

で
は
ス
リ
未
遂
の
現
場
を
目
撃
し

た
り
と
、海
外
へ
行
く
と
改
め
て
、

日
本
は
最
も
安
全
・
安
心
な
国
で

あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

編
集
後
記

COOKING
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橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

BOOKS

税金の本と言えば税金
を少なくするための「節
税」の本がほとんどで
すが、この本は家計の
資産を増やしたり、次
世代のために役立てる
仕組みなど、私たちの
家計を元気にしたい！
として考えられた制度
を集めたものです。しっ
かり活用して、豊かな
生活を送りましょう。

『家計を元気にする税金活用術』
　 　湊　義和／著　　　　  中央経済社

オススメの本

イ
タ
リ
ア
訪
問
報
告

おいしいお米が育つ新潟
県魚沼市の田んぼへよう
こそ！これはある米農家
への密着取材に基づくお
話です。汗と忍耐！これ
以上ない大変な現場には、
米作りへの愛と工夫があ
ふれていました。
私 た ち の「 お い し い！」
を支える米農家の１年を
のぞいてみてください。

『お米ができるまで』
岩貞　るみこ／著　　　　講談社

〜市立図書館の新刊より〜人の動き ( 平成 27 年９月１日現在 )
■人　口　30,556 ( −  48)　■男　   14,370 ( − 21)
■世帯数　12,146 ( −    7)   ■女　　16,186 ( − 27)
■転入  66  　■転出   94    ■出生  21  ■死亡   41
■高齢化率 (65 歳以上 )　32.94％

8月号プレゼント「レストラン旬菜家」の『お食事券（1,000
円分）』の当選者です。おめでとうございます。

　　米　良　栄　子　さま　（ 平　郡 ）
　　菊　池　貴　子　さま　（ 宮崎市 ）

　　　　　緒　方　マサ子　さま　（ 三　宅 ）　　　

PRESENT原政彦さんの
　　　　　『陶器の皿』
原政彦さん出品の『陶
器の皿』を３人の方に
プレゼントします。

（写真は一例です。現
物と異なる場合があり
ます）

プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は10月31日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市総務課「プレゼントもらっちゃおう10月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

伊東マンショの肖像画を鑑賞

学校給食から
　　　　人気のレシピ

15 号の倒木被害（西都原運動公園）

野菜たっぷりの丼メニュー
　丼は、給食でも子どもたちに人気
のメニュー。ついついお肉が多くな
りがちですが、給食では西都産のカ
ラーピーマンや千切り大根を入れて、
野菜もしっかり取れるように考えて
います。隠し味で、オイスターソー
スやごま油が入っているので、いつ
もの牛丼とは一味違いますよ。
　ぜひ、ご家庭でもお試しください。

カラフル牛丼

●作り方
①千切り大根を水で戻しておく。
②野菜を適当な大きさに切る。
③サラダ油でタマネギを炒める。
④牛肉を入れて、火が通ったら、①と
　②を全て加え、炒める。
⑤調味料を全て加え、味付けをしたら
　完成。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 　（4 人分）
　牛肉　　　　　…250 ｇ
　タマネギ　　　…150 ｇ
　ニンジン　　　…30 ｇ
　カラーピーマン…45 ｇ　
　ピーマン　　　…40 ｇ
　千切り大根　　…15 ｇ
　ゆでタケノコ　…50 ｇ
　生シイタケ　　…20 ｇ
　サラダ油　　　…適量

【調味料】
おろしニンニク　…少々
おろしショウガ　…少々
酒　　　　　　　…小さじ１
砂糖　　　　　　…小さじ 2
濃口しょうゆ　　…大さじ 2
みりん　　　　　…小さじ１
オイスターソース…小さじ 2
ごま油　　　　　…適量

※
書
籍
や
雑
誌
の
巻
頭
、
ま
た
は
本
文
の
前

　
に
掲
載
さ
れ
る
絵
や
写
真
類
の
こ
と ミラノで披露された銀鏡神楽



滝一郎の
ちょっとちょっと

第 38回
ミゾソバ

報
さ
い
と
に
連
載
し
て
い
る

『
み
ち
く
さ
』
が
や
が
て
40

回
に
な
る
。
そ
こ
に
出
て
き
た
植

物
は
、
ス
ミ
レ
（
第
１
回
）、
カ

ニ
ク
サ
（
第
２
回
）、
ド
ク
ダ
ミ

（
第
３
回
）、カ
タ
バ
ミ
（
第
５
回
）

な
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
親
し
ん

で
き
た
懐
か
し
い
植
物
が
多
い
。

　

中
に
は
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃

に
は
な
か
っ
た
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
（
第
12
回
）
や
ベ
ニ
バ
ナ

ボ
ロ
ギ
ク
（
第
26
回
）
な
ど
も
あ

る
が
、
こ
れ
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
入
っ
て
き
た
帰

化
植
物
と
い
う
外
来
の
植
物
で
あ

る
。

　

近
ご
ろ
、
こ
れ
ら
の
見
慣
れ
な

い
植
物
が
学
校
の
運
動
場
や
道
端

に
や
た
ら
と
増
え
て
い
る
。『
み

ち
く
さ
』
で
取
り
上
げ
た
37
種
の

う
ち
約
半
数
が
こ
の
帰
化
植
物
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
の『
ミ
ゾ
ソ
バ
』

は
、
帰
化
植
物
で
は
な
く
て
昔
か

ら
田
舎
道
に
生
え
て
い
る
日
本
古

来
の
植
物
で
あ
る
。

　

そ
の
名
前
も
コ
ン
ペ
イ
ト
バ
ナ

（
山
口
・
九
州
）、カ
エ
ル
ク
サ
（
九

州
・
近
畿
）
な
ど
、
水
の
き
れ
い

な
『
溝
辺
に
生
え
る
蕎
麦
』
で
あ

る
。
こ
の
ミ
ゾ
ソ
バ
が
生
え
て
い

る
溝
辺
に
は
、
水
草
な
ど
の
か
わ

い
い
花
が
咲
き
、
蝶ち
ょ
うや
蜻と
ん
ぼ蛉
が
飛

び
交
い
、
メ
ダ
カ
や
コ
ブ
ナ
が
ス

イ
ス
イ
と
泳
い
で
い
る
。

　

暑
い
夏
が
過
ぎ
て
涼
し
い
秋

が
来
る
と
、
枝
先
に
10
個
ぐ
ら

い
の
淡
紅
色
の
小
花
を
付
け
る
。

こ
れ
を
ア
カ
ノ
マ
ン
マ
と
言
っ

て
、お
店
ご
っ
こ
の
赤あ
ず
き
め
し飯に
し
た
。

金こ
ん
ぺ
い
と
う

米
糖
そ
っ
く
り
の
花
を
開
い
て

見
る
と
、
中
に
三
角
形
の
実
が
あ

り
、
真
っ
白
い
粉
が
詰
ま
っ
て
い

る
。

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）
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